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技術の概要

３．技術の効果

１．支柱間隔５ｍ～１０ｍで所定の落石エネルギ－の吸収が可能である事が認められた。
２．有効柵高３ｍ～７ｍで所定の落石エネルギ－の吸収が可能である事が認められた。
３．ネットの部分補修が可能であり、かつその部分補修により所定の機能が回復できる事が認められた。
４．支柱間隔5ｍ～８ｍ、有効柵高3ｍ～6ｍで所定の衝撃力を有する崩壊土砂を捕捉出来る事が認められた。

４．技術の適用範囲

特殊なブレ－キエレメントが、大きな落石エネルギ－をしっかりと吸収します。
250ｋｊ～3000ｋｊまで、スイスのＷＳＬの元で行われる実証実験で認証されています。
一度落石を受けても現地にて簡易な補修で機能を回復致します。
斜面上では、大掛かりな基礎を必要としません。
支柱に直接落石が衝突してもピンボルトがせん断し、システムを維持する構造となっています。
ワイヤロ－プは塩害対策用として、アルミ亜鉛めっき仕様です。
崩壊土砂用としては、衝撃力２００ｋＮ／㎡までの崩壊土砂の補足が可能であります。

２．技術の内容

５．活用実績

落石タイプ　177件／土砂タイプ　67件
全国実績　217件／九州実績　27件
国土交通省　30　件　（九州　2件　、九州以外　28件　）
地方自治体　187　件　（九州　 36件　、九州以外　151件　）
民間　19件　（九州　　3件　、九州以外　  16件　）

安全・防災　 インフラDX 　 維持管理  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

ハイジュ－ルネットの基本技術は、スイス国イソフェ－ル社が開発したもので、250ｋＪ～3000ｋＪまでの
6種類の落石防護システムが認証されている。
日本に導入するに当たり日本の山岳地形条件に適合できるように、支柱間隔、及び有効柵高の
設定範囲を広げ、様々な施行条件に適合できることと、施工性、経済性の向上及び維持管理が容易である事を趣
旨として、
開発したものである。

ハイジュ－ルネットは、落石発生源から落下終点に至る中間地帯（斜面途中）設けるもので、
落石防護工に分類され、一般の落石柵に比べて大きな落石エネルギ－を対象にした高エネルギ－吸収型の落石
柵で、
落石エネルギ－の大小に応じ、落石柵の最大エネルギ－２５０ＫＪ、５００ＫＪ、１０００ＫＪ、１５００ＫＪ、　２０００ＫＪ、
３０００ＫＪに対応する6種類の型式がある。

また、近年多発している崩壊土砂による災害を防止するためハイジュ－ルネットの落石補足システムを適用して
実スケ－ルの供試体で崩落土砂の実証実験を行い崩落土砂用のハイジュ－ルネットも開発した。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表
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